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国内売上高（全業態） 16年4月 17年4月 17年5月 17年6月 17年7月 17年8月 17年9月 17年10月 17年11月 17年12月 18年1月 18年2月 18年3月 今期累計 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 上期 下期

21,167 22,250 22,250

-4.1 5.1 5.1

-5.5 5.8 5.8

国内客数（全業態） 16年4月 17年4月 17年5月 17年6月 17年7月 17年8月 17年9月 17年10月 17年11月 17年12月 18年1月 18年2月 18年3月 今期累計 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 上期 下期

3,128 3,176 3,176

-5.4 1.5 1.5

-6.9 2.5 2.5

客単価（全業態） 16年4月 17年4月 17年5月 17年6月 17年7月 17年8月 17年9月 17年10月 17年11月 17年12月 18年1月 18年2月 18年3月 今期累計 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 上期 下期

1.3 3.2 3.2

国内　商品別売上高 既存店前年比（％） 16年4月 17年4月 17年5月 17年6月 17年7月 17年8月 17年9月 17年10月 17年11月 17年12月 18年1月 18年2月 18年3月 今期累計 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 上期 下期

カー用品物販 -6.1 4.5 4.5

-7.1 10.9 10.9

-5.2 -4.8 -4.8

-3.3 3.0 3.0

-4.0 8.6 8.6

-4.2 4.2 4.2

サービス -2.3 9.9 9.9

-4.2 18.7 18.7

-5.9 4.6 4.6

-10.7 -10.9 -10.9

-22.9 20.1 20.1

-3.5 -2.1 -2.1
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11
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出店、退店状況 4月度　国内：新店0、退店0、リロケーション/スクラップ＆ビルド（業態変更含む）による開店0、 海外：新店1、リロケーション0、退店0

4月末　国内店舗数：  601店舗（オートバックス495、スーパーオートバックス 74、オートバックスセコハン市場 9、オートバックスエクスプレス 11、オートバックスカーズ12）　海外店舗数： 38店舗
・こちらのデータはフランチャイズ加盟法人の運営する店舗を含むオートバックスグループの小売売上であり、当社連結および単独の売上高とは異なり、会計監査人による監査は受けておりません。

・最新データにつきましては、速報値となっています。尚、過去に遡って調整が入る場合もございます。

・「全業態」は、オートバックス、スーパーオートバックス、オートバックスセコハン市場、オートバックスエクスプレス、オートバックスカーズです。　　・オートバックスの店舗数には、Ｓｍａｒｔ＋１茨木西店を含んでおります。

・土日祝日日数について、年末年始（12月29日～1月3日）は土日祝日日数としてカウントしています。

2017年5月9日

　　　2018年3月期　4月度 月次売上概況（速報）についてのお知らせ

土日祝日日数 前年比（日）

全店
額（百万円）

前年比（％）

既存店 前年比（％）

主な商品群

タイヤ

カーエレクトロニクス

オイル

バッテリー

アクセサリー

既存店 前年比（％）

全店
人数（千人）

前年比（％）

既存店 前年比（％）

店舗数
（国内）

オートバックス

スーパーオートバックス

オートバックスセコハン市場

オートバックスエクスプレス

オートバックスカーズ

車検・整備

車買取・販売

中古カー用品

燃料

海外店舗売上高 前年比（全店）(％)

アクセサリー：品揃えの見直しも奏功し、フロアマットやクッションなどが好調。カーリペア：「洗車の日」に向けた売場作りを行ったこともあり、シャンプーやブラシなどの洗車関連商品やガラス撥水剤などが好調。

サービス：タイヤの履き替え需要増加に伴い、タイヤ交換工賃が伸長。加えて車内消臭など物販を伴わないサービスメニューや、ブレーキオイル交換など車検に付帯するサービスメニューも好調に推移。車検・整備は、全店ベースで台数前年比+20.8%、金額前年比+17.6%。

車買取・販売：店舗での買取査定強化により買取成約台数が増加し、オートオークションなどへの業販が好調。小売においては、中古車販売は前年実績を下回ったものの、新車販売が好調。業販と小売を合わせた全体では、全店ベースで台数前年比+12.3%、金額前年比+7.4%。

2017年4月度　　　　　　　　　　　（特に記載がない場合は前年同月比は既存店ベースの数値）

【概況】前年同月売上は既存店ベースで+5.8%、全店ベースで+5.1%

売上増減要素：①タイヤの履き替え需要が増加したことや車検・整備の好調に伴い、買上げ客数が増加し、全般的な売上増に貢献。②車検・整備は2回目以降の車検対象台数の増加に加え、店舗での取り組み強化が進み二桁伸長。③車買取・販売は買取成約台数の増加に伴う業販の好調に加え、

新車販売も好調で、台数・金額ともに前年を上回った。

【商品別】タイヤ・ホイール：タイヤは北海道など一部のエリアを除き履き替え需要が増加したことにより、数量・金額ともに二桁伸長。また、タイヤの好調に伴い、ホイールは軽自動車用サイズの商品を中心に好調に推移　カーエレクトロニクス：後半より販売促進企画を実施したものの、ナビゲーションは数量・金額ともに

前年割れ。一方で、後部座席用モニターやETC2.0は好調を維持。バッテリー：アイドリングストップ車用バッテリーが好調に推移し、数量・金額ともに前年実績を上回った。メンテナンス：降水量が多かったことや車検時の付帯販売強化によりワイパーが好調。また、タイヤ交換の際に使用するジャッキなどの工具類も好調。
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